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【手続補正書】
【提出日】平成28年5月30日(2016.5.30)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（１）炭素数８～２２の直鎖又は分岐鎖のアルキル基又はアルケニル基を有する、モノ
アルキルグリセリルエーテル又はモノアルケニルグリセリルエーテル、（２）高級脂肪酸
、（３）レシチン及び／又はセラミド、及び（４）多価アルコールを含有し、
　前記（１）成分、（２）成分及び（３）成分が、水相中でαゲル構造を形成しているこ
とを特徴とする、乳化組成物。
【請求項２】
　水中油型乳化組成物であることを特徴とする、請求項１に記載の乳化組成物。
【請求項３】
　油相が乳化組成物全体の１～４０質量％含有されることを特徴とする、請求項１又は２
に記載の乳化組成物。
【請求項４】
　さらに、（５）各脂肪酸の炭素数が８～２２の極性トリグリセリドを含有することを特
徴とする、請求項１～３の何れか一項に記載の乳化組成物。
【請求項５】
　皮膚外用剤である、請求項１～４の何れか一項に記載の乳化組成物。
【請求項６】
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　（１）炭素数８～２２の直鎖又は分岐鎖のアルキル基又はアルケニル基を有する、モノ
アルキルグリセリルエーテル又はモノアルケニルグリセリルエーテル、（２）高級脂肪酸
、並びに（３）レシチン及び／又はセラミドを、（４）多価アルコールを含む水相に溶解
させる工程、並びに前記水相に油相を加える工程を含む、乳化組成物の製造方法。
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